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◆川原寺の調査一第９１－ｱ次

遺構は検出できず、遺物も出土しなかった。

当初計画の竪坑位置は、川原寺南而大垣北雨落溝の想

定線上で、南門から西へ83ｍに位置する。南北３ｍ，東西

４ｍの調査区（束区）を設定して調査を行ったところ、

後述するように石列と瓦敷きからなる、川原寺関連と考

えられる遺構が検出されたため、竪坑の設置を中止し、遺

樵を現状保存することとなった。協議の上､代替地として

南西へ３ｍ移動した地点に南北３ｍ、東西４ｍの調査区

(西区）を設定して調査を行った。調査期間は東区が1998

年７月１日～３日、西区が同９日～１０日、共同溝敷設工

事立会は７月２日～29日まで行った。

１はじめに

本調査は、川原寺史跡指定地内における、電力・水道

の共同溝敷設工事に伴う事前調査である。調査地は川原

寺南側の県道多武峯．見瀬線で、工事の総延長は250ｍで

あるが、史跡指定地の西半にかかる約200ｍについて調査

した。共同溝の埋設については、工事にあたって立会調

査とし、竪坑設置箇所については､新たに掘削をうけるた

め発掘調査を実施した。

共同溝埋設部分については、既存の水道管埋設時に、

路面下1.6ｍまで掘削を受けており、地111まで達していた。
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図６８第９１－７次調査位鱈図１：２５００
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図６９第９１－７次調査遺構図１：１００

２基本層序

アスファルト舗装、道路艦上の下は、旧水IⅡ耕土、茶

灰色砂質土と暗灰色粘質土（辿物包含肘）で、これを除

去した青灰色砂質土ｋ而で辿構検出を行った。辿構Ｉｍ向

は、東区がH=117.0ｍ、西区が116.9ｍである。東Ⅸ、西lＸ

ともに遺物包含層中には中11tのものと見られる暗渠があ

り、多量の瓦が詰められていた。

３検出遺構

ＳＸ５７０東区北寄りで検出した束lli方向のｲ．『列。５()～

70ｃｍ間隔で５イ:iが並ぶ。石は長径30～40cmで、長径方ＩｉＩｊ

を南北に揃えて、ｔ面を平刈に据える。据付掘形を覆うよ

うに瓦敷SX571がある。1993-2次訓在Ⅳ区で検出した南

面大垣北雨落祇SD475の延長上にあたる。SD475は南側ｲｉ

の残存高がH=117.4ｍ、北側石が117.2ｍ、渉底が117.1ｍで、

SX570の上面117.0ｍは、SD475の底に近い。

ＳＸ５７１石列SX570の周囲に敷き詰められた瓦敷き。北

側はトレンチ北方へ30cm以上続くが、南側はSX570の南

約40ｃｍまで広がって止まる。

ＳＸ５７３Ｗ区北端西寄りで検出した南北方向の７１『列。

長径20～30cmで、２石を検出し、トレンチ北に１石が続

くことを確認した。

ＳＤ５７４Ｉ）ii区西端の南北方向の素捌溝。東ﾊはｲi列

SX573の西60ｃｍにあり、西に向かって落ち込んでおり、

西),iはトレンチの西方にあって規模は不ﾘ1．

４出土遺物

土器は小片が数点出Ｉ宣しただけである。凡は包含屑中、

特に中|此の暗渠から多く出土した。丸瓦506点、76.3kg、

平瓦1,329点、198.8kgである。軒丸凡は601Ａ型式２点、

601Ｂ型式１点、601Ｃ型式１点、Ilil:平瓦は751型式１点、

吸狐１点、651Ｂ哩式３点、651Ｄ型式３点、651型式２点

が出土した。なお、東区の瓦敷SX571の瓦は取り上げず

に埋め辰した。そのほか方形三雌噂仏１点が出土してい

る。

５まとめ

今ＩｉｌＩの洲盃で検出した遺構のうち、東区の石列SX570

と凡敷SX571について考察しておく。この延憂上の東

3.5ｍの位慨に1993-2次調在Ⅳ区があって、ここでは洞組

祇SD475を検出し、川原寺南面大域の北雨落溝と推定し

ている（『藤原概報25』102～106頁)。このｲi組溝は両側

に花耐岩川原万を立てており、ｌＩｌｍは側石内法で約1.5ｍあ

る。イi列SX570を束へ延長すると、石組渉の中心やや南

寄りにあたり、凡敷SX571の南端は、石組溝南側行より

も南に広がるようである。調査範州の制約から、SX570

とSX571の性格は明らかにできていないが、SD475からわ

ずかな距離を隔てただけで、様ｲ１１が異なっている。両調

在区の間でSD475が北側に折れる１１J能性をも考慮すべき

なのであろうか。今後の周辺の調侮成果に期待したい。

（鈴木恵介）
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この時期、須恵器杯は口径、立ち上

がりの縮小とヘラケズリの省略の方向

に変化する。1-1径12.5ｃｍの24,25は小

さな立ちｋがりで底部へラケズリ。そ

れぞれ飛鳥寺の西回廊基壇、南石敷広

場下層から出土した（『藤原概報１３．

１５｣)。飛鳥寺回廊の完成は592年｡形態

手法の上でも飛烏Ｉに共通点が多い。

豊浦寺講堂下屑の掘立柱建物以前の土

層から出土した須恵器杯Ｈ（27)は'二ｌ

径１４ｃｍで底部ナデ調整。建物が豊浦

宮と関わるならば、西暦593年以前。

土師器杯Ｃ（28)は建物廃絶後で誰堂

以前の土器。須恵器壷(26)、土師器

杯Ｈ(29)も誰堂以前(『藤原概報16』)。

ともに592,593年以前と推定される

飛鳥寺西回廊の須恵器杯Ｈ(25)と、豊

浦寺下届の27との違いは明確である。

どちらがどれだけ､その年代に近いの

か｡そして､その向こうに｢黒褐色土屑」

の土器、「飛鳥寺下届」がある。上肘．

埋土資料が｢飛鳥I｣の標式資料となっ

ている旧小墾、宮推定地SD50の評価

を含めて検討を続けたい。（西口毒生）

進の理解と出土状況から年代を推定で

きる資料も、それぞれ数点ずつながら

期えてきた。併せて飛鳥地域の再開発

時の姿を探る手だてとしたい。

黒褐色土層の土器には､土師器杯Ｇ、

杯Ｈ、蕊、鍋、須恵器杯Ｈ、蕊、壷等

がある。しかし「飛胤Ｉ」を特徴づけ

る金属器模倣の器極一土師器杯Ｃや須

恵器杯Ｇ・杯Ｂは１片もない。その点

で整地土の土器との違いは明確である。

土師器杯Ｇ(9～14)には多様な1.1縁

端部のものがあり、ｔ師器杯Ｈ(15.

16)は底部のケズリが狭く、口縁部と

の間に鋭い稜が付かない。これらは古

相の飛鳥Ｉに受け継がれる。土師器艶

(17～21）は、旧小墾、宮推定地SD50

股下屑資料に似た蔽立気味の口縁部を

もっている。

須恵器杯Ｈ（1～8)は立ち上がりの

形状は多様ながら1-1径(蓋あるいは身

の蓋があたる部分の直径)14ｃｍ前後で

底部へラケズリが大半を占める。１１径

14.5ｃｍ前後の飛脇寺下届（２２．２３：

1983年再測）より新柑を示す。

●飛鳥地域の再開発直前の土器

1990年、雷丘の東方150ｍで、東西

幅110ｍを越える沼状地形とそれを石

組暗渠を設置しながら埋め立てた大規

模な盤地の跡が発見された（山田道第

２．３次調査『藤原概報21』1991)。

近年、奈良時代の小治、宮の発見を

承け、推古朝の小墾田宮をも雷丘周辺

に推定する説が提起され、この整地は

その亜要な根拠とされている。

図70の1～21は整地の西端、南北に

整形された地山に沿って堆獄した、整

地以前の土層一黒褐色土層出土の土器

である。土器は少最ではあるが、それ

でも飛鳥寺の造営が始まった588年以

前に限定できる「飛烏寺下屑」資料が、

｢飛脇寺発掘調交報告』（1958）所救の

須恵器杯Ｈと蓋各１点の実測図である

ことからすれば、賀最ともにそれを補

うにたる内容をもつ。

「飛鳥寺下層」発見後、４０数年を経

て、豊浦寺下層、飛鳥寺西回廊基斑、

飛鳥寺南方石敷広場下胴など、遺跡変
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図７０山閉道第３次調査H-I十十器（付飛烏寺下｝Ｗ・㈱I寺下刑）１：４
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